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研究成果の概要（和文）：本国際共同研究では、北極NATO諸国の対北極地域に対する軍事・安全保障政策を中心
とした北極安全保障環境の実態の把握をするための研究を行った。具体的には、1）ロシアの北極軍備強化の近
年の展開、2)北大西洋及び西北極海における安全保障レジームの重層化、3)NATO北極諸国であるノルウェー、米
国、アイスランド、非北極諸国であるフィンランド、スウェーデンの国防安全保障政策について調査した。その
結果、北極ガバナンスと安全保障問が相互にリンクしつつあることがわかった.国内外の既往研究においては、
北極ガバナンスと安全保障問題は別の問題と考えられてきたが、このリンクは今後より顕著になっていくものと
考えられる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to examine an changing security environment 
in the Arctic with an emphasis on defence and security policies of the NATO members of the Arctic 
states. This research studied 1) recent developments of Russian militarization of the Arctic, 2) 
inter-locking nature of security regimes in the western part of the Arctic Ocean and North Atlantic,
 3) development of defence and security policies of Norway, Iceland, United States in the same area,
 in addition to non-NATO Arctic states such as Finland and Sweden. The key finding of research is 
that Arctic governance and security issues is tightening their linkage. Though previous researches 
tended to consider Arctic governance and security issues separately, the linkage between the these 
two spheres will be more salient and strengthened in coming years.   

研究分野： 国際政治・北極地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、ロシアの軍備強化についての動向、西北極海（北大西洋方面）における安全保障環境、NATO北極
諸国の個別の対応、北極秩序への影響等についての最新の知見を得ることが出来た。これらの知見は、北極国際
政治研究における新しい研究視点を切り開くものである。また、グローバルな国際政治における米国、ロシア、
中国の大国間競争が国際政治の新しい常態（new normal）となるなか、3国は北極においても安全保障上の国益
がぶつかりつつあることから、国際政治全体の理解においても北極研究の重要性が今まで以上に増してくるもの
と考えられる。日本の北極政策にとっても北極の安全保障環境の動向理解に資するものである。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 基課題において、1990 年代に成立した北極において安定的な国際関係を作り出している国際
秩序の成立についての研究を行った。この秩序に対する不安定要因として、気候変動の影響に
伴う地政学的環境の変化があったものの、北極諸国は同地域における協調関係をさらに強化す
る形で対応してきた。基課題研究を進める中で、同秩序の安定に影響を及ぼすもう一つの要因
が明らかになった。それは、グローバル国際政治における欧米とロシアとの対立の影響であり、
北極においては伝統的な安全保障の領域において、ロシアと北極 NATO 諸国の国益の対立として
顕在化しつつあった。安全保障は、北極の協調的関係の中では扱わない事項として合意されて
きた領域であり、この領域における国益をいかに調整していけるのかということが、協調的国
際関係の今後の行方に大きな影響をもつ。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ウクライナ危機に端を発する米露関係、欧露関係の悪化に伴い、NATO 北極諸国
（米、カナダ、ノルウェー、アイスランド）とロシアがそれぞれ北極圏での国家安全保障の確
保を目的とした軍事的能力の強化を進めてきたが、これまで北極安全保障の観点からそうした
問題に取り組む研究は殆ど行われてこなかった。本国際共同研究では、基課題における北極国
際政治の理解を補完・強化することを目的とし、現行の北極安全保障環境、とりわけ NATO 北
極諸国の実態を把握するための国際共同研究を実施する。 
 
３．研究の方法 
研究機関を通じて、文献調査、国際会議への参加、情報収集・分析を日々行い、研究成果を部
分的に発表してきた。最終年度には、ノルウェー防衛研究所に半年間滞在し、NATO 研究で知ら
れる同研究所 Magnus Petersson 教授に受入れ研究者となっていただき、彼の紹介をとおして
NATO 研究者及び政府関係者、くわえて、同研究所ならびにオスロ平和研究所、ノルウェー国際
問題研究所、フリジョフナンセン研究所のロシアおよび安全保障研究者との意見交換を行った
ほか、関連する安全保障分野のセミナーならびに勉強会への参加を通して、研究課題について
の最新の知見を得た。滞在終盤となる 2019 年 2月 22 日には、研究滞在中に交流のあった専門
家に声をかけ、Envisioning linkages between global competition and international politics 
in the Arctic と題する国際セミナーをオスロにて開催した。開催においては、在ノルウェー
の日本国大使館の協力をえて、NATO 北極諸国の大使館から北極担当者も招聘し、北極の安全保
障について議論を学術的かつ政策的にも深めることができた。 
 
４．研究成果 
 本研究により、ロシアの軍備強化についての動向、西北極海（北大西洋方面）における安全
保障環境、NATO 北極諸国の個別の対応、北極秩序への影響等についての最新の知見を得ること
が出来た。 
 まず、ロシアの軍備強化についてであるが、2008 年以降、NATO との核兵器ならびに通常兵器
における軍事的パリティを達成するべく軍備の近代化につとめてきた。北極海との関連におい
ては、ロシアはソ連時代に使用していたバスチオンという海域支配（西側のいうアクセス拒否
に近い）のコンセプトを復活させ、北洋艦隊の軍事コンプレックスのあるコラ半島周辺海域で
あるバレンツ海の海洋監視を強めている。さらに、北米と欧州を結ぶシーレーンとなる GIUK（グ
リーンランド－アイスランド－英国）ラインを南端とする北大西洋にまで潜水艦を中心とする
船団を展開している。また、空域においても、ロシアは 2007 年以降、北極点上空への戦略爆撃
の紹介訓練飛行を開始し、その後は防空ミサイルシステムをシベリア北極沿岸に配備するなど
防空の強化を継続して進めてきた。 
 西北極海・北大西洋方面における安全保障環境の構造的特徴であるが、NATO は、2014 年以降
バルト海諸国及びポーランドのある欧州東方における抑止の強化につとめ、北大西洋における
海洋安全保障には相対的に低い関心しか示してこなかった。NATO 加盟国における対ロシア脅威
認識が統一的でないことや、NATO 側に防衛費負担の増額を要求するトランプ政権の誕生が米国
の欧州へのコミットメントに対する疑心暗鬼を所持させたことも、北大西洋における NATO の対
応の遅れを助長させた。こうした状況のなか、西北極海および北大西洋では、NATO とは異なる
枠組みで 2国間、トリラテラル、ミニラテラルな防衛協力が重層的に構築される安全保障のレ
ジーム・コンプレックスが出現しつつある。加えて、2018 年に入ってから、米ノーフォークに
NATO司令部の新設、2018年秋に冷戦終結以降最大規模となるNATO加盟国による（参加者50,000
人）軍事演習トライデント・ジャンクチャーが北極圏を含むノルウェー沖北大西洋にて実施さ
れるなど、NATO による大西洋のシーレーン防衛の強化の機運も生じつつある。 
 NATO 北極諸国の個別の対応であるが、NATO 北極諸国であるノルウェーは、NATO 北大西洋に
おける抑止強化を訴えつつ、米国、イギリスならびに北欧諸国との様々な防衛協力の構築・強
化に積極的につとめてきた。同じく NATO 北極諸国アイスランドも、英米に北大西洋を監視する
ための哨戒機の駐留を認めるなど、米国、英国、北欧諸国との防衛協力を進めている。NATO 北
極諸国の米国は、より近年であるが米ノーフォークを母港とする第 2艦隊を復活させ、北大西
洋におけるロシア海軍を監視する体制を整えつつある。NATO 加盟国ではないフィンランド、ス



ウェーデンにおいても NATO 及び NATO 諸国との防衛協力を強化してきた。 
 最後に北極秩序への影響であるが、北極評議会等の政府間フォーラムの活動においてはまだ
直接の影響はみられないが、北極評議会閣僚会合の前日となる 2019 年 5 月 6日にポンペイオ国
務長官がロシアと中国と北極においても対決していく姿勢を明確にしたスピーチのように、軍
事安全保障面でのロシアと西側との分断は、北極のガバナンスの機能にも影響をもたらしてい
くこと、換言すれば、北極ガバナンスと北極安全保障問題のリンケージが今後強まっていくこ
とが予想される。国内外の既存研究では、北極ガバナンスと北極安全保障は、まったく別次元
のものと考えられてきてきたが、本研究で得られた成果はこの意味で新しい視点を提供するも
のである。今後、この視点に基づいた研究を進めることにより、北極国際政治研究の新しい地
平の開拓につながる。 
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